
東広島市立福富中学校区
実践報告

令和４年２月１８日（金）

福富中学校 公認キャラクター

「ふくちゃん」



２小学校＋１中学校→福富小・中学校へ

東広島市立久芳小学校

東広島市立竹仁小学校

東広島市立福富中学校

東広島市立福富小・中学校



研究主題

福富の地域に誇りをもち，

自分の生き方を考える児童・生徒の育成

～異学年や地域との協働的な学びを通して～

地域

自分

協働的





A B

C



福富小・中学校の取組

１ プロジェクトメンバーの発足

２ 資質・能力の設定

３ 単元ストーリー作成

４ 福富型協働的な学び

５ 導入時指導案の作成

６ 校内研修の充実



１ プロジェクトメンバー（FIT）の構成

中学校 小学校

研究推進リーダー

研究担当教員

研究担当教員

生活科担当教員

管 理 職



２ 資質・能力の設定 
 

協働性 グループ 主体性 

他者の意見を，相手の目を見て，
最後まで聞くことができる。 

 
１・２年生 
 

みんなで考えた課題について，前向き
に取り組み，自分の意見をまとめるこ
とができる。 

他者の意見を聞き，自分の意見と
の違った場合でも，その良さを認
め，共感することができる。 

 
３・４年生 
 

課題解決に必要な情報を，自分の意思
で集め，まとめることができる。 

他者の意見と自分の意見を比較
し，自分の意見を客観的に捉えな
がら話し合うことができる。 

 
５・６年生 
 

課題解決に向けて，見通しをもって情
報を集め，まとめることができる。 

自他のよさを生かしながら，協力
して課題解決に取り組むことがで
きる。 

 
中１・２年生 
 

解答のない複雑な地域の課題につい
て，粘り強く取り組むことができる。 

自分たちで協力してまとめた意見
を，相手の興味関心を引き出すよ
う工夫し，発信することができる。 

 
中３年生 
 

課題解決に向けて必要な情報を，収
集・精選し，自分なりの解決策を創造
することができる。 

 

傾聴力 

＋共感力 

＋メタ認知能力

＋活用力 

＋発信力 

肯定的思考力

＋自主的な力

＋見通す力

＋粘り強く 
取り組む力 

＋主体的な力



３ 単元ストーリー作成

・一番下に目指す児童・生徒の姿

・児童・生徒の思考の流れを設定

A

B

C



３ 単元ストーリー作成 Ａ 自分の魅力を知る



３ 単元ストーリー作成

移住者について情報収集をする。

人口減少や転入・転出のグラフから福富町の
現状を知り，疑問や課題をもつ。

Ｂ 地域の魅力を知る



３ 単元ストーリー作成

※学習の流れによっては，この通りで

なくてよい。あくまでも予想である。

子ども達の意見を聞き，

思いを聞きに行く

地域の人達を変更

Ｂ 地域の魅力を知る



３ 単元ストーリー作成

移住者の思いから，福富の魅力について考えを深める。

福富の魅力を発信したい！

もう一度
おねがいします！

Ｂ 地域の魅力を知る



３ 単元ストーリー作成 Ｃ 自分の夢を描く



３ 単元ストーリー作成 Ｃ 自分の夢を描く



４ 福富型協働的な学び

①異学年での協働的な学び ②地域との協働的な学び



①異学年での
協働的な学び



②地域との協働的な学び

小学校１年生 イメージマップ 中学校１年生 イメージマップ



②地域との協働的な学び
小１年生 

小２年生 

小３年生 

小４年生 

小５年生 

小６年生 

中１年生 

中２年生 
中３年生 

学校 

道の駅 

自然・農業 

・里山 

福富で 

活躍して 

いる人 

福富の魅力 

再発見 

福富 

提言 



５ 導入時指導案の作成

学級園の大豆，サツマイモが

動物に食べられた！

手がかり探し

なぜ，人が生活しているところに？

足跡やフンを発見



５ 導入時指導案の作成

主体性：学びへの意欲

さいしょはずっとゆたかじゃない
なと思っていたけれど，考えてみ
たらゆたかじゃないってどういうこと
なのかをしらべてみたい。



６ 校内研修の充実

①通信の発行

②進捗状況の交流

③小中合同

授業研究の実施



①通信の
発行



②進捗状況の交流 

グループ プロジェクト名 
導入を終えて・成果と課題 

児童生徒の反応など 
今後の予定 

他グループと共有したいこと 

困っていること 

小学校 

１・２年生 

ふくとみいいね！ 

おしえたい！ 

成果 

・子ども園の先生のビデオを見せたことで，相手意

識をもたせることができ，意欲喚起もできた。 

課題 

・ペアやグループで話し合う練習が必要。 

・新たな疑問を見つけていくことが難しい。 

・１年生は３グループ，２年生は４グループ

に分かれて,それぞれ小学校，道の駅で調べ

たいことや直接聞きたいことを考え，探検

の準備をし，探検に行く予定。 

・10 月 18 日以降に，２年生は道の駅，１

年生は，小・中学校を探検する予定。小・

中学校の先生方にもインタビューさせて

いただきたいと考えている。 

小学校 

３・４年生 

福富の自然 

守り隊 

成果 

・学級園の枝豆の犯人を捜す活動を通して，狙い通

り福富の自然が豊かではないのかもしれないとい

う意識を持たせることができた。 

・賀茂森林組合に協力してもらい，グループ

にわかれて，福富地域の森の状況や川の状

況を調査していく活動に入っていく。 

・グループ活動に入る際に人手が足りな

いので，協力をお願いしたい。。 

小学校 

５・６年生 

夢の実現 

プロジェクトｆ 

成果 

・人口減少や転入・転出者についてのデータをグラ

フにして見せることで，疑問や課題をもつことが

できた。 

課題 

・異学年での話し合いの仕方に課題が見えた。 

・５つのグループに分かれて，何を聞きたい

のか明確にしながら，児童が関心をもって

いる方々に実際に話を聞く。 

・各グループで聞いたことを共有し，何を魅

力として発信していくか考える。 

・シャシャガーデン（中西さん），星降る

テラス（谷川さん），iDS スタジオ（山口

さん），スドウ雑貨店（周藤さん），カント

リーグレイン（片岡さん）の５名に交渉。 

・５グループに対して担任２人しかつけ

ない。 

中学校 

１・２年生 
福富再発見！ 

成果 

・導入を丁寧に行ったことで，意欲喚起につなげる

ことができた。 

課題 

・生徒の反応が読み切れないところがあったので，

軌道修正を行った。 

・体験型施設，集客型施設，特産品，花，自

然(山)，自然(水)の６グループに分かれ，調

べたい内容をまとめ，PP の作成をする。 

・関係者への質問事項を精選する。 

・10 月 22 日(金)に，実際に各場所を訪問

したり，関係者に話を聞いたりする予定。 

・実際に行くことが困難な場所がある。 

中学校 

３年生 
福富提言 

成果 

・これまでの学習の振り返りや資料の読み取り等

から，様々な立場からの課題解決に対する意欲を

もたせることができた。 

・話し合いの時は自分の意見をしっかりもち，活発

に意見を交流することができた。 

・各自，テーマを設定し，仮説を立てて検証

していく過程を，具体的に計画・立案させて

いく。 

・必要に応じて校外学習を設定する。 

・提言する予定の２月は受験と重なるた

め，時間の確保や生徒のモチベーション

も保ちにくい。来年度は早めに取り組み，

秋までに提言し終えるようにするとよ

い。 



③小中合同授業研究の実施



成果と課題
〇成果

１ 導入の工夫による課題意識のもたせ方

２ 地域への思いの高まり

３ 異学年交流の良さ

▽課題

１ わかりやすい評価規準の設定

２ 見通しがもてる小単元の設定



〇成果
１ 導入の工夫による課題意識のもたせ方



〇成果
２ 地域への思いの高まり



〇成果
３ 異学年交流の良さ



〇成果
３ 異学年交流の良さ

ぼくが大胆な意見を出しても，６年生のよく
考えられた意見を聞いて，合わせながらぼくが
プレゼンの構成をつくることができた。
うれしかった。（５年生）
話し合いをしていて，意見が堂々巡りで

進まなかった。自分のまとめ方が悪かった
のかもしれない。このままではみんなが進め
ないから，次回までにある程度内容を考えて
おきたい。（６年生）



▽課題
１ わかりやすい

評価規準の設定

２ 単元の評価観点・評価規準 

評価の観点 評価規準 
Ａ Ｂ 

知識 
技能 

① 知識 〇福富町で活躍している方々の夢を実現させる
ための努力や地域に対する思いと福富町の魅
力とのつながりに気付いている。 

〇福富町で活躍している方々の夢
を実現させるための努力や地域
に対する思いに気付いている。 

② 技能 〇地域の方々の夢や地域に対する様々な思いや
願いを知るために，インタビューによる調査
を相手に応じた方法で実施したり，ウェブサ
イトや本から情報を結び付けながら効率よく
収集したり整理したりしている。 

〇地域の方々の夢や地域に対する
様々な思いや願いを知るために，
インタビューによる調査を相手
に応じた方法で実施したり，ウェ
ブサイトや本から情報を収集し
たり整理したりしている。 

③ 探究的な
学習の良
さの理解 

〇福富町の魅力に対する認識の高まりは，福富
町で活躍している人々の夢と地域に対する思
いを探究的に学習してきたことの成果である
と気付いている。 

〇福富町の魅力に対する認識の高
まりは，福富町で活躍している
人々を学習してきたことの成果
であると気付いている。 

思考
判断
表現 

① 課題の設
定 

〇昔と現在の人口の比較から，福富町の未来に
ついて課題を設定するとともに，解決に必要
な調査方法や内容を明確にしながら，インタ
ビューや表現方法の計画を立てている。 

〇昔と現在の人口の比較から，福富
町の未来について課題を設定す
るとともに，自分なりにインタビ
ューや表現方法の計画を立てて
いる。 

② 情報の収
集 

〇課題を解決するために必要な情報を，目的に
応じて効率よく収集することができる。 

〇課題を解決するために，必要とす
る情報を収集することができる。 

③ 整理・分
析 

〇地域の方々の思いや願いを比較しながら共通
点や相違点を見付け，福富町の魅力について
多面的・多角的に捉えることができる。 

〇地域の方々の思いや願いから共
通点や相違点を見付け，新たな魅
力に気付くことができる。 

④ まとめ・ 
表現 

〇町の魅力発信に向け，表現方法の特徴や目的
に合わせて，より魅力が伝わるよう表現方法
の特徴に合わせて分かりやすくまとめてい
る。 

〇町の魅力発信に向け，表現方法の
特徴や目的に合わせて分かりや
すくまとめている。 

 

主
体
的
に学
習
に取
り
組
む
態
度 

① 自己理解・
他者理解 

〇他者の意見を尊重し，良さを生かすことがで
きる。 

〇他者の意見を受け入れることが
できる。 

② 主体性 〇課題の解決に向けて，よりよい解決方法を考
えながら見通しをもって活動に取り組み，ま
とめることができる。 

〇課題の解決に向けて，見通しをも
って活動に取り組み，まとめるこ
とができる。 

③ 協働性 〇他者の意見と自分の意見を比較し，自分の意
見を客観的に捉えながら話し合うことができ
る。 

〇他者の意見と自分の意見を比較
しながら話し合うことができる。 

④ 将 来 展
望・社会
参画 

〇地域の課題の解決にできることを考えながら
自分事として取り組み，地域や自分の未来に
つなげることができる。 

〇地域の課題の解決に取り組み，地
域や自分の未来を考えることが
できる。 

 

 
 

協働性 グループ 主体性 

他者の意見を，相手の目を見て，
最後まで聞くことができる。 

 
１・２年生 
 

みんなで考えた課題について，前向き
に取り組み，自分の意見をまとめるこ
とができる。 

他者の意見を聞き，自分の意見と
の違った場合でも，その良さを認
め，共感することができる。 

 
３・４年生 
 

課題解決に必要な情報を，自分の意思
で集め，まとめることができる。 

他者の意見と自分の意見を比較
し，自分の意見を客観的に捉えな
がら話し合うことができる。 

 
５・６年生 
 

課題解決に向けて，見通しをもって情
報を集め，まとめることができる。 

自他のよさを生かしながら，協力
して課題解決に取り組むことがで
きる。 

 
中１・２年生 
 

解答のない複雑な地域の課題につい
て，粘り強く取り組むことができる。 

自分たちで協力してまとめた意見
を，相手の興味関心を引き出すよ
う工夫し，発信することができる。 

 
中３年生 
 

課題解決に向けて必要な情報を，収
集・精選し，自分なりの解決策を創造
することができる。 

 

傾聴力 

＋共感力 

＋メタ認知能力

＋活用力 

＋発信力 

肯定的思考力

＋自主的な力

＋見通す力

＋粘り強く 
取り組む力 

＋主体的な力



▽課題
２ 見通しがもてる

小単元の設定



福富中学校 未公認キャラクター
「とみちゃん」

東広島市立福富小・中学校 遠景

ご清聴，ありがとうございました。


